
データ利活用を

阻害する要素とは？

～ データ連携の歴史からそのボトルネックを探る ～
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企業活動における血液となる「データ」

データの利活用が企業の成長や競争優位性に直結するとされる昨今、

データは企業活動における血液であり、この循環は企業活動における

生命線であるとも言えます。

デジタルトランスフォーメーション（DX）の文脈においても、

データドリブン経営/データ駆動型経営など、

デジタル技術を駆使しながら如何にデータを利活用し、

ビジネスへ繋げるかが重要なテーマとなっています。

しかしながら、その重要なデータの利活用が思ったように進まない、

必要な時に必要な形で使えないといった悩みもよく耳にします。

今回は企業活動における血液であるデータを「連携」という視点で

年代別に歴史を振り返りながら、データ利活用を阻害する要素は何か？

それを解決するキーは何か？について考察してみたいと思います。
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IT基盤とデータ連携の変遷
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メインフレーム時代（中央集権型）

UNIXサーバ時代（クライアントサーバ）

IAサーバ時代（Web・インターネット）

クラウド時代（IaaS/PaaS/SaaS）

1980年代

1990年代

2000年代

2010年代

1980年代、メインフレーム全盛時代は、データが1ヵ所に集中して

存在しており、システムの分散度合いも低く、システム間のデータ

連携もファイル連携が主流でした。

1990年代以降、メインフレームからUNIX環境へ移行が進み、クライ

アントサーバ型が主流となり、サーバの分散が始まります。

Oracleを代表とする商用RDBが主流となり、従来からあるファイル

連携に加え、DB機能による連携（データベースリンク機能など）や

ETLツールの登場など、データ連携の手段も徐々に増加してきました。

2000年代以降、IAサーバが主流となり、サーバ仮想化技術の登場もあ

り、サーバの分散が加速しました。サーバの分散＝データの分散となり、

アプリケーションの連携を目的とした「EAIツール」や、SOAの概念を

ベースにした「ESBツール」が登場します。ファイル連携からDB連携、

更にはSOAP連携まで、データ連携のパターンも急激に多様化しました。
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システムとデータ分散の変遷
2010年代以降、クラウドが登場するとともに、様々な機器や

デバイス等から生成されるデータの発生源/量が共に爆発的に

増大します。従来からある連携パターンに加え、APIを介した

リアルタイム連携ニーズも高まってきました。データ連携

パターンの多種多様化に伴い、データ連携手法もスクラッチ

開発から各種連携ツールの活用まで、複雑さに拍車がかかる

ことになりました。

2020年代以降、SaaSの活用が一段と加速し、必要な時に必要なだけサービス

を利用する傾向が色濃くなってきています。

このような世界観においては、サービスの入れ替え（SaaSの乗換等）が日常的

に行われるようになり、これまで以上にシステム間のデータ連携の柔軟性、

即時性が求められるようになります。また、従来のように「IT部門主導」では

なく、「業務部門主導」でRPAやレシピ型のiPaaSなどを駆使してデータ連携

を実現する風潮も、徐々にではありますが形成されつつあります。

クライアントサーバ

2000年代 2010年代

MFT（ファイル連携）

ETL（データ抽出→加工→ロード）

EAI（データ抽出→加工→ロード）

ESB（サービス連携）

データベース固有の機能

クラウド
時代

UNIX
サーバ時代

IA
サーバ時代

メインフレーム
時代

1990年代

Web・インターネット
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データ連携処理を５Ｗ１Ｈで整理
このように、時を重ねるごとにデータの発生源が

分散し、連携手法も多様化しています。

どの企業においても、1つのツールで全て解決す

るのが困難なことも相まって、様々な手法による

データ連携処理が存在します。結果的に、最適な

実装方法ではないデータ連携処理を開発したり、

手動で対応したりすることで、柔軟性や安定性を

欠いてしまいます。

それが、データ利活用の最大の阻害要素となって

いるように推察されます。

そこで、複雑化したデータ連携について見直しを

される場合、シンプルに5W1Hでデータ連携処理

を整理してみてはいかがでしょうか？

Who （誰が） 誰が
データ連携処理を開発するのか？

When （いつ） データ連携処理を
いつ、どのタイミングで行うのか？

Where （どこで） どこから、どこへ
データ連携するのか？

What （何を） 何を
データ連携対象とするのか？

Why （なぜ） どのような目的で
データ連携処理が必要なのか？

How （どのように） どのようなインターフェースで、
どのような手法で、データ連携を実装するか？
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アシストにご相談ください

5W1Hの整理の仕方がわからない、整理した上でどうすればいいかが

わからない、といったお悩みがある場合は、弊社までお声掛けください。

アシストは、お客様の様々なデータ連携要件にお応えすべく、

複数のデータ連携ソフトウェアを取り扱っていますので、

お客様の要件に合わせた最適なツールをご提案させていただきます。

また、ソフトウェア指定ではなく、データ連携全般の課題についての

意見交換やご相談も受け付けております。

いつでもお気軽にご相談下さい。
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アシストの技術者が、データ連携に関する情報を分かり

やすくまとめています。

関連資料のダウンロードランキングも公開中！

[ブログ] EAI/ETL技術者のブログ

ブログはこちら

参考 筆者紹介

[製品] データ連携(ETL/EAI) 製品一覧

適切なツール選定を行うために必要な「要件整理」の

ポイントをまとめた資料もご準備しています。

製品情報はこちら

佐子 雅之 Sako Masayuki

株式会社アシスト 西日本支社

技術統括部デジタル推進技術部 部長

2001年、新卒でアシストに入社。

Oracleの技術者として10年従事した後、新規ビジネス

開発や新製品立ち上げを経て、現在はデータ連携や

自動化、業務効率化分野を担当。
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https://www.ashisuto.co.jp/eai_blog/
https://www.ashisuto.co.jp/product/category/etl/

